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 神戸市建設局東水環境センターではこれまでに、下水道事業の広報・啓発を目的として毎年春に処理場で

開催している「アーモンド並木と春の音楽会」等のイベントの他、地域の行事等に積極的に参加し、地域と

連携した広報活動を実践している。この取り組みにより、地域団体の方の下水道事業に対する理解は着実に

深まっており、今後は更に多くの市民の方に理解を深めていただきたいと考えている。 

そこで、下水道をより身近なものに感じてもらう広報アイテムとして、従来のマンホール蓋を調理器具と

しての機能を発揮できるよう加工した「マンホール鉄板」を製作した。このマンホール鉄板は、地域団体の

方へ貸し出し、様々なイベントで「マンホール鉄板焼き」として利用されている。その他にも、現在注目を

集めるデザインマンホール蓋の展示コーナーをセンター内に設置し、これらは平成２７年度に開催された

「関西マンホールサミット」でも活躍した。 

このマンホール蓋を利用した広報活動は新聞等のメディアにも取り上げられており、現在では、下水道の

取り組みを知ってもらうための一つのきっかけとなっている。 

    

エントリー事例の特徴 

 全国各地の名勝等をあしらったデザインマンホールがあるなど、現在、マンホールの蓋は日本の文化の一つと

いえる。東水環境センターでは、市内の特徴的なマンホール蓋の展示を実施するなど、いかに一般の方々に下水

道への興味を持ってもらえるかの観点からPRを工夫してきた。マンホール蓋への関心を契機としてさらに、処理

場の施設見学等を通して、下水道の役割・重要性について伝えていきたいと考えている。 

 また、普段生活する場面では思いもつかないマンホール蓋を鉄板焼きの鉄板として利用することは、珍しさ等

から地域のイベントでは注目される存在となっており、市民の方々に下水道に興味を持ってもらうための効果が

あると考えられる。 
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